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総会の開会冒頭で挨拶する柳田湘南日中会長 

 
ご多忙中出席いただいた鈴木藤沢市長からご祝辞 

 

増田商工会議所会頭(当協会相談役)からもご祝辞 

 

   新たに会員となった方々の自己紹介と挨拶 

６月１９日(日)午後２時から藤沢市民会館に

おいて２０２２年度湘南日本中国友好協会の総

会が行われました。柳田会長の挨拶の後、来賓

としてご出席いただいた鈴木藤沢市長、増田商

工会議所会頭、阿部衆議院議員、渡辺聶耳記念

碑保存会会長、上島県日中副会長、安田多摩大

学副学長からご祝辞を頂きました。また当協会

が日頃お世話になっている藤沢市から宮原企画

政策部長、鈴木人権男女共同平和国際課長、若

尾課長補佐、高木都市親善推進員もご出席いた

だきました。 

総会は会員総数６２名のうち出席３５名、委

任状１９名により成立し、柳田会長(議長)の議

事進行により審議が進められました。第１号議

案「２０２１年度活動報告及び会計報告」につ

いては上野理事長からの報告に続いて林監事か

ら会計監査報告も行われ、報告どおり承認され

ました。また第２号議案「２０２２年度事業計

画案及び会計予算案」については、米中・日中

間の緊張関係が続くなかで「以民促官」の考え

のもとに草の根の市民交流を目指す日中友好協

会の役割が強調され、今後１年間の活動の提案

について満場異議なく可決されました。第３号

議案「役員の選出案」については会計が欠員と

なったことにより補充するもので、笹沼理事を

後任に充てることで承認されました。 

議事終了後、新入会の会員５名(大八木、王、

松尾、東亭、畠山)から自己紹介と挨拶がありま

した。新会員のこれからの活躍に期待したいと

思います。最後に大縫副会長から閉会の挨拶が

行われました。 

この後の瀬野清水氏による記念講演には引き

続き多くの方々が参加しました(裏面参照)。 



 

事務局から 「異常気象」がもはや異常

ではなくなりました。梅雨に入ったと思った

らすぐに梅雨明け。統計史上最早・最短の梅雨

だそうです。すぐに猛烈な暑さに襲われ、熱中

症により救急車で運ばれる方が増えていま

す。熱が出たとき、コロナなのか、インフルエ

ンザなのか、夏風邪なのか、熱中症なのか、ま

ずは医師に診てもらいましょう。(上野) 

年会費  個人会員(日本人)   5,000 円 
       〃 (外国籍)   3,000 円 
     団体会員(法人など)  8,000 円 
     家族会員(2 人)     8,000 円 
※新聞「日本と中国」を購読する方は、年間購読
料 2,500 円(送料込み)が追加されます 
※会費等の振込は次の①又は②をご利用下さい 
 ①ゆうちょ銀行口座 00270-2-112030 
  湘南日本中国友好協会 
  (振込料金は加入者負担です) 
 ②横浜銀行藤沢中央支店  
  普通口座 618-1093016 
  湘南日中友好協会 会長 柳田秀憲 

 
 今年の聶耳記念碑碑前祭は、コロナ感染防止策

を講じたうえで２年ぶりに実施することになりま

した。ただし参拝者が密集することを避けるため、

９時半から藤沢市、藤沢市議会、中国大使館などに

よる参拝を行い、１０時半から一般参拝を行いま

す。湘南日中としては１０時半から記念碑参拝を

行い献花しますので、参加される方は上野までご

連絡ください(現地集合)。 

 日時 ７月１７日(日)午前１０時半 

 場所 聶耳記念碑広場(鵠沼海岸) 

 
総会記念講演は、元外交官で重慶総領事などを

歴任された瀬野清水氏を講師にお迎えし、「私が

見た中国。新たな日中関係を目指して」との演題

でお話をしていただきました。 

瀬野氏は長年中国で仕事をしていた経験から、

日本人と中国人は顔も姿も同じように見えるが

考え方は違うことを理解することが大切だと強

調。そして中国は１９７８年の改革開放政策以

降、著しい経済成長を遂げ今やアメリカに次ぐ経

済大国となっている。しかし近年の香港、ウイグ

ルの人権問題やウクライナ侵攻問題などについ

ては国際社会から非難を受けている。「戦狼外交」

から「ソフトパワー外交」へ転換されるべきであ

ろう。また新たな日中関係を目指して、日中首脳

外交の再開と相互信頼関係の再構築、日中不再

戦、首脳交流・青年交流を義務化する新たな平和

友好条約の締結、さらに日中が協力してアジアと

世界の平和と安定に寄与していくことが必要だ。

ドイツとフランスのエリゼ条約に学んでほしい。 

コロナ禍のなか第１２回日本語スピーチコン

テストが昆明市で開催されました。日本語を学

び日中友好の懸け橋となる若い世代を育ててい

くために、ぜひご支援のご寄付をお願いします。 

《寄付金の受け入れ口座》 

ゆうちょ銀行  00230-2-47875 「彩雲基金」 

横浜銀行辻堂支店 (普通預金) 1603294 

「彩雲基金会計 岡部初子」 


